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　連合長崎は、10月19日（木）の13時30分から長崎
市民会館文化ホールにて第29回定期大会を開催しま
した。
　大会は、菊永副会長の開会あいさつにはじまり、議
長団に運輸労連・石橋代議員、電機連合・倉員代議員、
JR連合・井上代議員を選出して議事が進められました。
　冒頭、髙藤会長があいさつ（別記）を行い、ご来賓と
して、連合本部小熊副事務局長、長崎県　浦副知事、
長崎労働局　小城局長、長崎市　功刀副市長、国民民
主党長崎県連 西岡秀子代表、立憲民主党長崎県連 山
田勝彦副代表、社会民主党長崎県連合 池田章子副代表
にご挨拶をいただきました。その後、組織拡大表彰を
行い、2022年10月20日の第49回地方委員会から今
回の定期大会までの一年間で組織拡大実績のあった組
織へ表彰を行いました。また、フォトコンテスト最優
秀賞表彰、愛のカンパ贈呈式も行いました。
　その後、報告事項に入り、一般経過報告、2023春季
生活闘争総括、2023年度連合長崎選挙総括、2023年
度会計報告・会計監査報告を行い、全会一致で承認さ
れました。
　審議事項では、第1号議案「2024年度運動方針（案）」、
第２号議案「連合長崎規約・規程類の改正について

（案）」、第3号議案「2024年度予算（案）」、第4号議案「連
合長崎政治活動について（案）」、第5号議案「2024・
2025年度連合長崎役員選出（案）」の提案をそれぞれ行
い、全会一致で承認されました。また、第50回衆議
院議員選挙、時津町長選挙の各推薦候補予定者の皆様
からそれぞれ決意表明をいただきました。
　その後、第29回定期大会「スローガン」と「アピール」
の採択後、堀江副会長の閉会あいさつがあり、髙藤会
長のガンバロー三唱により「社会を新たなステージへ、
ともに歩もう、ともに変えよう～仲間の輪を広げ 安心
社会をめざす～」のスローガンのもと、各構成組織、
地協・ブロックと連携しながら、2024年度の取り組
みを進めていくことを誓いあいました。
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　皆さんこんにちは！会長を務めています「高藤」です。
　まずもって、県下各地から、ご参集頂きました、代
議員、特別代議員、そして役員の皆さん、本当にあり
がとうございます。
　また、ご来賓の皆さまには、公私ともご多忙な中に、
私どもの定期大会にご出席頂きありがとうございま
す。後ほどご紹介し、ご挨拶を賜りたいと思いますが、
構成員を代表してお礼申し上げます。
　本定期大会は、コロナも５類に移行されましたので、
久しぶりのフル規格開催と致しました。しかし、そう
言いながらもコロナ感染者は、季節を問わず依然とし
て多い状況ですし、コロナと併せてインフルエンザに
も注意を払う必要があります。今後においても、コロ
ナ禍で学んだ生活様式を織り込んで、活動していく必
要がありますので、皆さん方のご理解とご協力を宜し
くお願いします。
　さて本大会では、前期の活動を総括したうえで、「向
こう２年間の運動方針」や「新役員の選出」など、重要
な五つの議案を審議して頂きますが、私からは、大会
冒頭に、この一年間を振り返りつつ、当面する課題や
取り組みの方向性について、大きく３点について申し
あげます。
　その1点目は、春季生活闘争についてです。
　２０２３春季生活闘争については、後ほど報告があり
ますが、約30年ぶりとなる水準の「賃上げ」が実現さ
れました。この結果は、コロナ禍の影響と世界的な物
価高による家計への影響や、企業においても必要経費
がかさむ中で、企業・産業の存続のための人材確保と
定着を重視するなど、労使が中長期的視点に立ち粘り
強く、かつ真摯に交渉した成果だと思っています。
　そしてこの結果は、地域別最低賃金や人事院勧告に

も反映されています。
　最低賃金は、労側委員の粘り強い意見反映により、
目安より６円プラスの４５円の引上げを勝ち取りまし
た。フルタイムパートで働く方々の、実に７,０００円を
超えるベアになります。現在、公務職場では、確定闘
争が進行形だと思いますが、是非、頑張って頂きたい
と思っています。
　連合長崎としては、賃上げに向けた機運を高める活
動を頑張りました。
　各単組の妥結結果の情報を共有し、マスコミにプレ
ス発表もしましたし、この物価高を受けて、「生活困窮
者に関する緊急要請」を行うとともに、長崎県にご尽
力頂いて「価格転嫁の円滑化に関する協定」を、行政・
経営者団体・連合長崎とで締結しています。
　この様な取り組みにより、賃上げ率は30年ぶりの
水準を勝ち取ることが出来ましたが、物価を加味した
実質賃金は依然としてマイナスとなっています。価格転
嫁が進んでも、労働者に適正に配分されなければ意味
がありません。また、長崎県においては、労働者不足
の懸念がありますので、女性も、高齢者も、働く意欲
がある人が働ける「働き方改革」を進め「ディーセント
ワークを確立」して行く必要があります。
　「賃上げの流れ」を止めることなく実質賃金をプラス
に転じさせ、「働き方改革」を進めるためにも、２０２４
春季生活闘争が重要です。
　連合長崎は、構成組織や地協ブロックと共に、「働く
ことを軸とする安心社会」をめざして、全力で闘う決意
であることを表明しておきます。
　２点目は、政策・制度実現に向けた政治活動につい
て申し上げます。
　今年の春の統一地方選挙は、大変お疲れ様でした。
　連合長崎全体で３４名を推薦しました。佐世保地区
県議候補の古川さんは、物凄く残念な結果でしたが、
推薦候補者３３名を当選させる事ができました。
　私たちの政策課題が山積する中で、この成果は大変
意義があります。本当にありがとうございました。
　本日、その地方選総括を報告しますけども、今後検
討しなければならない課題も多くあります。皆さんの
意見を聞きながら改善したいと思っていますので、宜
しくお願いします。
　次に、現在、終盤を迎えている「旧４区の補欠選挙」
についてです。この補選は、この２年間、国民生活を
置き去りにして、具体的な政策課題を先送りしている
岸田政権に、「ＮＯ」を突き付ける重要な選挙です。
　情勢は、末次陣営の頑張りで、強力な地盤を持つ自
民候補と、大接戦を繰り広げています。

　岸田政権に明確な「ＮＯ」を突き付けるためには、残
された投票日までの４日間が勝負です。しかし佐世保
市では、この週末から「よさこい祭り」がありますので、
投票率が低下する懸念があります。
　「末次精一」候補の勝利のためには、前回の得票を出
来るだけ落とさないよう、末次陣営の投票率を上げる
しかありません。そのためにも、まずは４区在住の組
合員やそのご家族に、確実に投票に行ってもらう事が
大前提になります。構成組織・地協ブロックの皆さん、
棄権防止の「投票へ行こう！」活動の徹底を、宜しくお
願いします。
　そして、解散総選挙は、いつ有るか分かりませんが、
どの選挙区も野党候補が乱立する厳しい闘いになる事
が必至です。
　４区補選に勝って、既に推薦している１区「西岡秀子」、
２区「山田勝彦」、３区「末次精一」の勝利に繋げていき
たいと考えています。
　政治活動については、「4号議案」で確認しますが、私
たちの、厳しい生活環境の改善や各種政策課題の解決
のためにも、力強いご支援・ご協力を宜しくお願いし
ます。
　最後は、平和行動についてです。
　８月の「平和ナガサキ集会」は、残念ながら台風６号
の影響を受けましたけども、約1200人の参加を得て
開催することが出来ました。
　４年ぶりの通常開催で計画しましたが、やはり自然
には勝てませんでした。しかしその中でも、被爆地か
らの「恒久平和の想い」を十分に発信できた思っていま
す。皆様方の、これまでのご理解とご協力に感謝申し
上げます。
　世界情勢が緊迫し、ウクライナ情勢では「ロシア」が
核兵器使用をちらつかせています。また、ここに来て

中東「イスラエル」が戦争状態となり、多くの市民が犠
牲になっています。悲しい事ですし、同時に世界的にも、
非常に危険な状況となっています。
　連合長崎は、被爆地長崎の労働組合として、「核兵器
廃絶」は基よりですが、その源となる「世界の恒久平和」
を求めて、「連合本部」や「長崎県」、平和首長会議の副
会長都市でもある「長崎市」などと連携し、更に大きく
発信していく事を、皆さんと共に共有しておきたいと
考えています。
　以上、３点申し上げましたが、その他にも「組織拡大」
や「ジェンダー平等」など、話は沢山ありますが、時間
の関係もあり、これで終わります。
　私たちは、新たなステージへと変わりゆく重要な時
期を迎えていると思っています。子や孫に幸せな未来
を残すために、行く先の選択が難しい時代ですけども、
力を合わせて乗り切っていきましょう！
　皆さんの絶大なるご理解とご協力をお願いし、連合
長崎を代表しての挨拶とします。本日は、宜しくお願
い致します。（原文ママ）

会長あいさつ
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来賓あいさつ：連合本部小熊副事務局長

退任役員あいさつ



̶ 4 ̶

役　　　　職 氏　　　　名 組　　織　　名

再
新
再
再
再
再
新
新
再
再
再
再
再
再
再
新
新
再
再
再
再
再
新
新
再
新
再
再
再
再
再
新
新
―
再
再
新

２０２４・２０２５年度 連合長崎役員

第29回定期大会をもって退任された役員の皆様（敬称略）

大変お疲れ様でした。今後のご活躍を祈念いたします。

会 長

副 会 長

事 務 局 長

副 事 務 局 長

執 行 委 員

会 計 監 査

髙 藤 　 義 弘
菊 永 　 昌 和
長 岡 　 英 樹
中 川 　 俊 紀
川 内 ひ ろ こ
堀 江 　 信 也
川 田 　 隆 往
山 口 　 裕 志
岩 永 　 洋 一
種 村 　 和 久
中 嶋 　 聖 子
縄 本 　 恵 太
西 野 　 輝 夢
江 島 　 浩 介
椎 山 　 和 久
白 下 　 潤 一
井 手 　 教 博
漢 那 　 太 作
田 平 　 賀 一
山 下 　 和 英
野 原 　 秀 昭
本 多 　 典 雄
豊 増 　 悟 司
高 比 良 　 大
森 　 　 忠 吉
東 　 　 昌 幸
塩 田 　 淑 文
瀨 上 　 徳 博
入 江 　 良 美
川 本 　 良 美
松 山 　 忠 敏
横 田 　 草 子
森 野 し の ぶ

未 定
村 田 　 元 輝
橋 田 　 和 廣
淺 井 　 健 汰

副 会 長　米村　　豊　自治労
　 〃 　　川瀬　隆文　情報労連
執行委員　小川　修正　フード連合
　 〃 　　久木﨑　功　ＪＲ連合
　 〃 　　橋口　才蔵　全国ガス
　 〃 　　溝上　剛治　交通労連（長崎バスＧ労組）

執行委員　木戸　則之　長崎電気軌道労組
　 〃 　　久米美那子　自動車総連（女性）
　 〃 　　増本　利恵　自治労（女性委員会）　
　 〃 　　西﨑　愛希　ＪＰ労組（女性委員会）
会計監査　小林　照尚　全労金

基 幹 労 連
自  治  労
Ｕ Ａ ゼ ン セ ン
基 幹 労 連
Ｊ Ｐ 労 組
電 力 総 連
電 機 連 合
運 輸 労 連
Ｊ Ｐ 労 組
自  治  労
自  治  労
基 幹 労 連
電 力 総 連
自 動 車 総 連
国 公 連 合
フ ー ド 連 合
情 報 労 連
海 員 組 合
自 治 労 連
日 教 組
交 通 労 連
私 鉄 総 連
Ｊ Ｒ 連 合
全 労 金
全 自 交 労 連
長 崎 電 気 軌 道 労 組
長 崎 地 協
佐 世 保 地 協
諫 早・島 原 地 協
大東・壱岐・対馬地協
五 島 地 協
女 性（フ ー ド 連 合）
女 性（女 性 委 員 会）
女 性（女 性 委 員 会）
自  治  労
交 通 労 連
全  労  金

専　従

非専従

専　従

専　従

非専従

非専従
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「アジア・アフリカ支援米」
各地協で稲刈り！

「アジア・アフリカ支援米」
各地協で稲刈り！

　春に田植えを行った各地協・ブロックにおいて、10月に稲刈り作業を行いました。
　今年は、コロナ禍を経て久しぶりに多くの組合員の皆様にもご参加いただき、稲刈りが出来ました。
　収穫された支援米は、現在、各構成組織へお願いしていますカンパ金で購入するお米と合わせ、来年1月に
WFP（マリ共和国）、くっくま孤児院（カンボジア）、県内の子ども食堂、フードバンク（つなぐBANK）などの支援
先に発送予定です。各地協・ブロックの役員、組合員・家族の皆様、ご協力ありがとうございました。
　また、今年の１月にくっくま孤児院（カンボジア）に発送したお米が、無事到着したことの報告がありました。子
どもたちも大喜びで元気に過ごしているとのことで、今後も引き続き支援していきますので、みなさまのご協力を
お願いします。

長　崎 諫　早

佐世保 島　原

北　松 五　島

対　馬
く
っ
く
ま
孤
児
院
か
ら
の

お
礼
が
届
き
ま
し
た
！
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連合長崎第21回フォトコンテスト最優秀賞が決定！
　「連合長崎第21回フォトコンテスト」の審査を行いました。今年は52点の応募があり、「降臨（三菱重工グル
ープ労連長崎地区本部　福田　彬さんの作品）」が最優秀賞に決定しました。皆様、力作ばかりでした。
　次回の開催は2025年度を予定しております。次回もたくさんのご応募をお待ちしております。

富永　博貴さん（西日本プラント工業労働組合長崎支部）
「私の趣味」

最優秀賞最優秀賞 優　秀　賞優　秀　賞

「
降
臨
」
福
田
　
彬
さ
ん
（
三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
労
連
長
崎
地
区
本
部
）

連合長崎会長賞連合長崎会長賞

連合長崎副会長賞連合長崎副会長賞

「食育」
鍋内　翔さん（ＭＨＩＭＥ労組）

「じいじ　何見てる」
長浦　敏雄さん（佐世保重工労働組合　ＯＢ）
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「大きな魚捕ったよ」「縫いの池」

「空蝉」 「取られちゃった」

入　　賞入　　賞

佳　　作佳　　作

堀
　
隆
義
さ
ん

（
全
自
交
労
連  

県
タ
ク
シ
ー
労
働
組
合  

Ｏ
Ｂ
）

左
村
　
博
志
さ
ん

（
西
肥
自
動
車
労
働
組
合  

Ｏ
Ｂ
）

「
い
つ
も
一
緒
」

浦
本
　
和
明
さ
ん

（
佐
世
保
重
工
労
働
組
合
　
Ｏ
Ｂ
） 「

お
見
合
い
」

松
良
　
慎
之
介
さ
ん

（
長
崎
バ
ス
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
）

「変わらない風景と進化する風景」

「青い空と水平線の彼方」

松
崎
　
史
弥
さ
ん

（
三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
労
連
長
崎
地
区
本
部
）

松
山
　
咲
江
さ
ん

（
Ｍ
Ｈ
Ｉ
パ
ワ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
労
働
組
合
）

松
尾
　
正
憲
さ
ん

（
大
島
造
船
労
働
組
合
）

松
山
　
雄
一
朗
さ
ん

（
Ｍ
Ｈ
Ｉ
パ
ワ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
労
働
組
合
）

片
渕
　
美
徳
さ
ん

（
三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
労
連
長
崎
地
区
本
部
）

住
田
　
知
弘
さ
ん

（
西
日
本
プ
ラ
ン
ト
工
業
労
働
組
合
長
崎
支
部
）

「とうちゃ～く！」 「黄昏ふらここ」 池
田
　
知
己
さ
ん

（
三
菱
重
工
グ
ル
ー
プ
労
連
長
崎
地
区
本
部
）

「現実逃避」

松
良
　
な
つ
み
さ
ん

（
長
崎
バ
ス
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
　
家
族
）

上
薗
　
茂
樹
さ
ん

（
長
崎
県
駐
留
軍
退
職
者
連
絡
協
議
会
）

「なつ。」 「ふたりだけのひととき」 小
川
　
美
喜
雄
さ
ん

（
佐
世
保
重
工
労
働
組
合
　
Ｏ
Ｂ
）

「夜明けのOCEAN」
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連携した平和の取り組み等について報告を行いました。
　続いて 第１号議案として、『社会のあらゆる分野の性
差別をなくし、ジェンダー平等社会を実現しよう！』を
目標に「2024年度の活動方針」、第２号議案 「2024年
度予算」、第３号議案「役員選出」まで提起を行い、満場
一致で承認されました。
　最後に、『男女平等にとどまらず、ジェンダー平等や
多様性の尊重といった新たな視点での女性参画に全力
で取り組みを進め、意思決定の場への女性の参画を進
めよう。男女平等を進めるために、男女が共にどのよ
うな壁に直面しているかを理解し、組織のあり方を見直
し、それぞれの意識や行動を変えていくことが男女平等
の突破口になる。
私たち自身が更な
る変革と挑戦へ踏
み出し、大きなう
ねりを作り出しま
しょう』との総会宣
言を確認し、総会
を閉会しました。

　連合長崎青年委員会は、11月11日（土）長崎県勤労
福祉会館４F合併会議室において、青年委員会第34回
総会を開催しました。
　総会の前段では学習会を行い、「今から必要！？ライフ
プラン」と題して九州労働金庫長崎県本部業務推進課　
ライフアドバイザー　田中　唯裕様よりご講演をいた
だきました。
　総会では、青年委員会を代表して山﨑委員長（電機連
合）があいさつを行い、引き続き来賓として連合長崎岩
永事務局長から激励のあいさつをいただきました。
　報告事項では「2023年度活動経過報告」として、構成
組織青年代表者・担当者会議での意見交換、平和への
取り組みなどについ
て、また、今年もコ
ロナ禍の中で、レク
リエーションなど中
止を余儀なくされた
行事もあり、来年度
への課題についても
報告を行いました。

　 続いて、第１号議案の2024年度運動方針から、第２
号議案の2024年度予算、第３号議案の役員選出まで
提起を行い、満場一致で承認されました。また、本総
会ではスローガンを 「パワフル！ジョイフル！ハートフ
ル！」 とし、①ふれあい・交流を深める活動、②次世代の
青年リーダー育成のための意見交換・学習会、③平和
への取り組み、④福祉・ボランティア活動、⑤政治活動
への取り組みを基盤に 「力強く、 楽しく、心通じ合う」 
活動を展開していくことを確認しました。
　最後に、本総会をもって新たに委員長となった吉田
委員長（電機連合）による参加者全員での「団結ガンバロ
ウ」で総会を締めくくりました。また、新たなメンバー
で頑張ります。

パワフル！ジョイフル！ハートフル！若い力を結集しよう！

　連合長崎女性委員会は、11月11日（土）長崎県勤労
福祉会館３F大会議室において、女性委員会第34回総
会を開催しました。
　総会の前段では学習会を行い、「まだ日本人の９割が
知らない 世界のトップ企業が導入するメンタル理論～
ストレスをやる気に変えるたった１つの方法～」と題し
て日本レジリエンス研究所公認講師　山村理恵子様よ
りご講演をいただきました。
　総会では、女性委員会を代表して増本委員長があい
さつを行い、引き続き来賓として連合長崎岩永事務局
長から激励のあいさつをいただきました。
　報告事項では「2023年度活動経過報告」として、女性
委員会が主催する学習会や、男女平等参画実現に向けた
取り組み、女性交流会の開催、連合長崎や青年委員会と

〈青年委員会2024役員体制〉
委 員 長
副 委 員 長
事 務 局 長
事務局次長
幹 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃

吉 田　薫 平
緒 方　豪 二
髙 橋　大 輔
井 原　可 愛
馬 場　弦 紀
佐 藤　千 秋
東 根　旭 伸
大 谷　兼 士
峰　　　朋 也
江　﨑　健 人
齋 藤　　　廉

電 機 連 合
電 力 総 連
自 治 労
全 労 金
自 治 労
ＵＡゼンセン
基 幹 労 連
Ｊ Ｐ 労 組
情 報 労 連
Ｊ Ｒ 連 合
長崎電気軌道労組

〈女性委員会2024役員体制〉
委 員 長
副 委 員 長
事 務 局 長
幹 事

〃
〃
〃
〃
〃

森 野 し の ぶ
未 定
亀 本　　　薫
栁 迫　美 咲
奥 野　梨 佳
吉 武　奏 里
佐 々 木 梨 乃
塚 原　　　愛
山 口　朋 子

日 教 組
未 定
自 治 労
自 治 労
基 幹 労 連
Ｊ Ｐ 労 組
電 力 総 連
フード連合
全 労 金

「連合長崎青年委員会第34回総会」を開催

社会のあらゆる分野の性差別をなくし、ジェンダー平等社会を実現しよう！
「連合長崎女性委員会第34回総会」を開催
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あいさつする
長崎地域退職者連合・田中会長

あいさつする
連合長崎・岩永事務局長

優勝：松尾安次さん（九電ユニオン友の会・左）

　 11月9日（木）長退連・長崎地域退
連共催の第22回グラウンドゴルフが開
催されました。
　冒頭、主催者を代表し、長崎地域退
職者連合田中会長（NTT退職者の会）が
挨拶を行い、引き続き来賓として連合
長崎岩永事務局長及び各政党や福祉団
体からもご挨拶をいただきました。
　当日はまさに「スポーツの秋！」と言
わんばかりの好天に恵まれ、総勢76
名の参加者が、白熱した戦いを繰り広
げました。栄えある優勝者は松尾安次
さん（九電ユニオン友の会）！なんと５
連覇だそうです！長退連上田会長（九電
ユニオン友の会）より優勝賞品が手渡
されました。参加された皆さま、大変
お疲れ様でした！

第22回グラウンドゴルフ大会開催
長崎県退職者連合・長崎地域退職者連合共催

順位

優　勝

準優勝

第３位

松尾　安次
（九電ユニオン友の会）

田崎　鐵也
（三菱電機OB会）

上村　昌宏
（NTT労組退職者の会）

氏　　名
（組織名）
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　連合ながさきユニオン第11回定期大会が2023年11月23日に長崎県勤労福祉会館３階大
会議室で開かれました。大会では、2023年度一般経過報告や会計決算、会計監査報告等を行っ
た後、2024年度の運動方針、予算等が確認されました。
　連合ながさきユニオンは「１人でも加入できる労働組合」として2014年3月29日に結成さ
れ、組合員11人でスタートしましたが、現在では約30人の組合員が加入しています。
　突然の解雇やワハラなど厳しい労働環境の中で連合ながさきユニオンを頼り、相談し、組
合員となって交渉を重ねながら、解決に向けて頑張っています。しかし、誰にも相談すること
が出来ずに劣悪な環境で仕事を余儀なくされている働く仲間はたくさんいる現状から、「連合
ながさきユニオン」の社会的役割と使命はますます大きくなっています。来年春には結成10年
を迎えますが、これまでの10年を振り返り、地域の相談窓口としての機能を追求し、地域で
働くすべての労働者の心の拠り所となれるようこれからも活動を続けていきますので各構成
組織・各地協のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

連合ながさきユニオン定期大会
～ユニオン結成10年、新たなステージへ！～
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見直し１

飲食料品などの
支出に

「税バック制度」を！

見直し２

ガソリン価格を
恒久的に

約25円引き下げ！飲食料品などの
支出に
「税バック制度」を！

見直し１

税

今の軽減税率制度は

●8%と10％の
　対象品目が
　分かりづらい

●所得が高い人ほど
　メリットが
　大きくなりがち

社会の
  会費

税

を
見直そう！ 連合

税バック
制度とは

 ●所得税が非課税の人や合計所得が課税最低限の人（約4,000万人）
 ●扶養者数に応じて「最低限の基礎的消費（飲食料品などの生活必需品）」に

かかる消費税負担相当分を定額で還付します。 
 ●所得水準に合わせて還付の割合を徐々に低減し、消失していく仕組みです。

社会
の実現に向けて誰も

が安
心してくら

せる

？

税バック制度だと

●軽減税率を廃止して
　分かりづらさと
　不公平感を解消！

●所得が低い人を中心に
　生活必需品に払った
　消費税（の一部）が戻ってくる！

ガソリン価格を
恒久的に
約25円引き下げ！

見直し２
連合が今
必要と考える
見直し

R&PV

10％

は、私たちの
生活に必要な費用をみんなで
分担し合うため、「社会の会費」と
言われます。物価高に賃金アップが
追いついていない今こそ、
「公平・連帯・納得」の
会費制度（税制）への
見直しが必要です！

対象
内容

生活必需品などの価格が上がっている
（賃金アップも十分に追いついていない）

消
費
税
の

仕
組
み
や
負
担
は

本
当
に

公
平
な
の
？

物
価
が

上
が
っ
て

生
活
が

苦
し
い
ね

見直し１

飲食料品など
の

支出に

「税バック制
度」を！

連合は、今こそ
税バック制度（消費税還付制度）が必要と考える 

連合は、今こそ
税バック制度（消費税還付制度）が必要と考える 

8％
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ガソリンの価格は、不安定な国際情勢や円安進行などによって、この3年間で約50円も上昇
しており、特に地方のくらしと中小企業経営に大きな負担となっています。
今後も価格安定化に向けた見通しが立ちづらい状況を踏まえると、ガソリン税などに上乗
せされ続けている「当分の間税率（＋25.1円）」を廃止する抜本的対策が必要です。

■ガソリン価格の動き（1ℓあたり）

出所：総務省ホームページ、資源エネルギー庁「石油製品価格調査」
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■ガソリン価格と税（1ℓあたり）
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消費税（10％）
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ガソリン税と合わせて「自動車関係諸税の軽減・簡素化」も必要
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連合は、ガソリン税だけでな
く、自動車の取得、保有、走行の
各段階で係る税を総合的に整
理し、税制そのものの改革によ
り地方財源の確保をした上で、
自動車関係諸税の軽減・簡素化
を図るべきと考えます。

取得段階 保有段階 走行段階

●消費税
●自動車税・
　軽自動車税
　（環境性能割）

●自動車重量税
●自動車税・
　軽自動車税
　（種別割）

●揮発油税
●地方揮発油税
●軽油引取税
●石油ガス税
●消費税

車体課税 燃料課税

!
取得・保有・走行の
各段階で課せられる
9種類に及ぶ複雑
かつ過重な税を負担｠

!
消費税との
二重課税が依然存続

■自動車ユーザーに課されている税負担
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連合は、今こそ
自動車に関する税の抜本的対策が必要と考える 
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（2023年8月）

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台3-2-11

日本労働組合総連合会（連合） 経済・社会政策局 03-5295-0521TEL

jtuc-keizai-shakai@sv.rengo-net.or.jp


